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国
新
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評
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莱
おくやみ

大
熊
公
営
住
宅
１
日
入
居
開
始

小
高
ス
ト
ア
移
動
販
売
開
始
へ

セ
ブ
ン
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
…

自
転
車
運
転
免
許
制
度
を
導
入

富
田

高
慶

スポーツ速報

テレビ・ラジオ番組と解説

地方版・ワイド ～

ふるさと日本一

ふくしまは負けない明日へ

読 書

ひろば

民報チャレンジ

※
掲載は右上から
下 へ 発 表 順

（記事 面）

金
水
晶
酒
造
店

福
島
市

金水晶

☎0245672011

寿
々
乃
井
酒
造
店

天
栄
村

寿々乃井

☎0248 2021

県
内
は
「
風

薫
る
」
季
節
の

真
っ
た
だ
中
に

あ
る
。
夏
の
季

語

に

分

け

ら

れ
、
熟
語
な
ら
「
薫
風
」

と
な
り
「
木
々
の
緑
の
香

り
を
運
ぶ
心
地
よ
い
風
」

の
意
味
を
持
つ
。
六
日
の

立
夏
か
ら
梅
雨
に
入
る
六

月
中
旬
ま
で
が
、
当
て
は

ま
る
と
い
え
よ
う
か
▼
薫

の
も
と
の
字
は
熏
で
、
袋

を
か
た
ど
っ
た
。
下
の
四

つ
の
点
は
、
火
が
上
が
る

様
子
を
表
し
、
袋
に
入
れ

た
草
を
あ
ぶ
っ
て
良
い
香

り
を
薫
ら
せ
た
の
が
由
来

と
い
う
（
白
川
静
著
「
常

用
字
解
」
）
。
草
を
た
か

な
く
て
も
、
風
に
運
ば
れ

て
こ
な
く
て
も
、
森
で
は
、

ほ
の
か
な
匂
い
を
感
じ
る

▼
森
林
浴
を
楽
し
む
人
は

多
い
。
林
野
庁
や
日
本
衛

生
学
会
森
林
医
学
研
究
会

な
ど
が
体
へ
の
効
き
目
を

探
っ
た
。
匂
い
の
一
つ
は

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と
呼
ば

れ
る
化
学
物
質
で
、
植
物

が
発
す
る
。
カ
ビ
や
細
菌

か
ら
自
ら
を
守
り
、
人
に

も
良
い
働
き
を
す
る
。
ス

ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
ホ

ル
モ
ン
が
減
っ
た
り
、
が

ん
に
抵
抗
す
る
細
胞
の
動

き
を
盛
ん
に
し
た
り
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
▼
林
野

庁
の
「
森
林
浴
の
森
日
本

百
選
」
に
、
会
津
若
松
市

の
背
あ
ぶ
り
山
、
西
郷
村

の
阿
武
隈
川
源
流
の
原
生

林
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本

県
は
森
林
が
県
土
の
約
七

割
を
占
め
、
住
民
が
気
軽

に
入
れ
る
よ
う
に
遊
歩
道

を
備
え
た
里
山
や
公
園
も

各
地
に
あ
る
。
爽
や
か
な

空
気
と
と
も
に
青
葉
の
香

り
が
安
ら
ぎ
を
与
え
る
。

廣戸川
松
崎
酒
造

天
栄
村

☎0248 2022

白
井
酒
造
店

会
津
美
里
町

萬代芳

☎0242 3022

玄
葉
本
店

田
村
市

あぶくま

☎0247 0030

佐
藤
酒
造

三
春
町

三春駒

☎0247 2816

７
年
連
続
日
本
一
を
祝
う

前
列
右
か
ら

寿
々
乃

井
酒
造
店
・
鈴
木
理
奈
取
締
役

金
水
晶
酒
造
店
・

斎
藤
湧
生
専
務

た
に
川
酒
造
・
山
田
美
雪
さ
ん

渡
辺
酒
造
本
店
・
渡
辺
康
広
社
長

内
堀
雅
雄
知

事

有
賀
義
裕
県
酒
造
組
合
会
長

松
崎
酒
造
・
松

崎
淳
一
社
長

佐
藤
酒
造
・
木
村
和
宏
製
造
・
販
売

リ
ー
ダ
ー

豊
国
酒
造
・
矢
内
賢
征
専
務

後
列
右

か
ら
奥
の
松
酒
造
・
遊
佐
丈
治
社
長

名
倉
山
酒
造

・
松
本
善
六
社
長

末
廣
酒
造
・
新
城
猪
之
吉
社
長

喜
多
の
華
酒
造
場
・
星
敬
志
代
表
社
員

開
当
男
山

酒
造
・
渡
部
謙
一
蔵
元

会
津
酒
造
・
渡
部
裕
高
専

務

稲
川
酒
造
店
・
塩
谷
隆
一
郎
代
表
社
員

榮
川

酒
造
・
宮
森
優
治
取
締
役

白
井
酒
造
店
・
白
井
栄

一
代
表
社
員

豊
國
酒
造
・
高
久
功
嗣
専
務
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全
国
新
酒
鑑
評
会
の
金

賞
受
賞
数
七
年
連
続
日
本

一
達
成
を
記
念
し
た
パ
ネ

ル
の
除
幕
式
は
十
七
日
、

県
庁
西
庁
舎
二
階
の
県
民

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

金
賞
を
受
け
た
二
十
二

蔵
元
の
う
ち
十
七
蔵
の
関

係
者
と
内
堀
雅
雄
知
事
、

有
賀
義
裕
県
酒
造
組
合
会

長
（
有
賀
醸
造
代
表
社
員
）

ら
が
記
念
パ
ネ
ル
を
除
幕

し
た
。

内
堀
知
事
は
「
七
年
連

続
日
本
一
を
達
成
で
き
た

の
は
蔵
元
の
皆
さ
ん
の
努

力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
多
く

の
人
に
福
島
を
訪
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
お
い
し
く

て
品
質
の
高
い
酒
を
国
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
有
賀

会
長
は
「
蔵
同
士
の
情
報

交
換
や
技
術
向
上
に
向

け
た
日
々
の
取
り
組
み
の

結
果
が
出
た
。
八
連
覇
、

九
連
覇
を
目
指
す
」
と
誓

っ
た
。

銘
柄

単
独
最
多

県 受賞
数
入賞
数

福島 22 31

秋田 18 23

兵庫 16 27

新潟 15 32

長野 14 26

山形 13 21

宮城 13 18

茨城 12 16

栃木 11 15

岩手 ６ 11

青森 ５ ９
莱
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東北６県の金
賞受賞数と
銘柄以上の金
賞受賞県

記
念
パ
ネ
ル
除
幕
県
庁

技
術
と
質

高
さ
示
す

酒
類
総
合
研
究
所
（
広
島
県
東
広
島
市
）
の
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
酒
造
年

度
（
二
〇
一
八
年
七
月
〜
二
〇
一
九
年
六
月
）
を
対

と
し
た
全
国
新
酒
鑑
評
会

で
、
県
内
二
十
二
蔵
元
が
出
品
し
た
二
十
二
銘
柄
が
金
賞
を
獲
得
し
た
。
都
道
府

県
別
の
金
賞
数
で
七
年
連
続
九
度
目
の
「
日
本
一
」
に
輝
い
た
。
本
県
が
持
つ
連

続
最
多
記
録
を
伸
ば
し
、
技
術
と
品
質
の
高
さ
を
改
め
て
示
し
た
。
研
究
所
が
十

七
日
に
発
表
し
た
。

（
２
面
に
関
連
論
説
、
５
・

・

面
に
関
連
記
事
）

渡
辺
酒
造
本
店

（
郡
山
市
）

雪小町

☎0249722401

た
に
川
酒
造

郡
山
市

さかみずき

☎0249450010

豊
国
酒
造

古
殿
町

東豊国

☎0247 2001

国
権
酒
造

南
会
津
町

☎0241 0036

國権

開
当
男
山
酒
造

（
南
会
津
町
）

開當男山

☎0241 0023

会
津
酒
造

南
会
津
町

田島

☎0241 0012
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蒴

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

記
事
・
受
章
者
紹
介

・

面

◇
お
こ
と
わ
り

連
載

「
健
幸
を
求
め
て
」
は
休

み
ま
し
た
。
「
お
天
気
」

は
３
面
に
移
し
ま
し
た
。

政
府
会
議

普
通
科
改
革

多
様
性
促
す

東
日
本
酒
造
協
業
組
合

二
本
松
市

☎0243 2153

奥の松

会津中将 ゆり

鶴
乃
江
酒
造

（
会
津
若
松
市
）

☎0242 0139

名
倉
山
酒
造

（
会
津
若
松
市
）

☎0242 0844

名倉山

末
廣
酒
造
嘉
永
蔵

（
会
津
若
松
市
）

嘉永蔵大吟醸

☎0242 0002

宮
泉
銘
醸

（
会
津
若
松
市
）

會津宮泉

☎0242 0031

吉
の
川
酒
造
店

（
喜
多
方
市
）

会津吉の川

☎0241 0059

喜
多
の
華
酒
造
場

（
喜
多
方
市
）

大吟醸きたのはな

☎0241 0268

稲
川
酒
造
店

（
猪
苗
代
町
）

稲川

☎0242 2001

榮
川
酒
造
磐
梯
工
場

（
磐
梯
町
）

☎0242 2300

榮四郎

豊
國
酒
造

（
会
津
坂
下
町
）

學十郎

☎0242 2521

政
府
の
教
育
再
生
実
行

会
議

座
長
・
鎌
田
薫
前
早

稲
田
大
総
長

は
十
七
日

高
校
生
の
七
割
が
在
籍
す

る
普
通
科
改
革
な
ど
を
柱

と
す
る
第
十
一
次
提
言
を

ま
と
め

官
邸
で
安
倍
晋

三
首
相
に
提
出
し
た

大

学
受
験
を
念
頭
に
置
い
た

指
導
が
主
で

画
一
的
と

さ
れ
る
普
通
科
の
学
び
を

転
換

各
校
の
教
育
目
標

を
明
確
に
さ
せ
て

グ
ロ

ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
リ
ー

ダ
ー
育
成

と
い
っ
た
特

色
ご
と
に
類
型
化
す
る

そ
の
上
で
人
工
知
能

Ａ

Ｉ

な
ど
の
技
術
革
新
に

も
対
応
で
き
る
多
様
な
人

材
養
成
に
つ
な
げ
る

文
部
科
学
省
は
今
後
、

具
体
的
な
制
度
の
検
討
を

進
め
る
。
安
倍
首
相
は
「
示

さ
れ
た
方
策
に
基
づ
き
、

教
育
再
生
を
着
実
に
実
行

す
る
」
と
述
べ
た
。

実
行
会
議
は
、
「
教
育

の
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
」
と

し
て
小
中
学
校
も
含
め
て

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
学
び
を
強
化

す
る
方
向
性
も
提
示
。
そ

の
た
め
の
学
校
環
境
の
整

備
や
、
教
員
の
養
成
・
研

修
を
充
実
さ
せ
る
と
し

た
。
ま
た
、
大
学
で
Ａ
Ｉ

教
育
を
推
進
し
、
全
学
生

が
Ａ
Ｉ
な
ど
の
基
礎
的
素

養
を
備
え
る
環
境
づ
く
り

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

提
言
で
は
、
全
国
の
高

校
に
「
ど
う
い
う
力
を
持

っ
た
生
徒
に
入
学
し
て
ほ

し
い
か

特
に
力
点
を
置

く
学
習
内
容

履
修
単
位

の
認
定
方
針
」
を
明
確
に

す
る
よ
う
要
求
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
上
で
、
例
え

ば
①
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を

デ
ザ
イ
ン
で
き
る
力
の
育

成
②
国
際
的
に
活
躍
③
科

学
技
術
の
分
野
を
け
ん
引

④
地
域
課
題
を
解
決
―
と

い
っ
た
各
校
の
人
材
育
成

の
イ
メ
ー
ジ
に
応
じ
て
普

通
科
を
類
型
化
し
、
学
び

の
変
化
を
促
す
と
し
た
。

県
内
蔵
元
の
金
賞
受
賞

銘
柄
は
前
回
の
十
九
よ
り

三
銘
柄
増
え
た
。
国
権
酒

造
（
南
会
津
町
）
が
十
二

年
連
続
、
東
日
本
酒
造
協

業
組
合
（
二
本
松
市
）
と

名
倉
山
酒
造
（
会
津
若
松

市
）
が
十
一
年
連
続
と
な

っ
た
。
金
賞
の
最
多
受
賞

は
東
日
本
酒
造
協
業
組
合

の
十
七
度
目
。

東
北
六
県
の
金
賞
受
賞

数
と
東
北
以
外
の
十
銘
柄

以
上
の
金
賞
受
賞
県
は

【
表
】
の
通
り
。
秋
田
県

の
十
八
銘
柄
が
本
県
に
続

い
た
。

本
県
の
入
賞
数
は
金
賞

の
二
十
二
銘
柄
を
含
む
三

十
一
銘
柄
で
、
新
潟
県
の

三
十
二
銘
柄
に
次
い
で
全

国
二
位
だ
っ
た
。

鑑
評
会
は
酒
類
総
合
研

究
所
と
日
本
酒
造
組
合

中
央
会
の
共
催
。
全
国
規

模
で
開
か
れ
る
唯
一
の

新
酒
鑑
評
会
で
百
七
回

目
を
数
え
る
。
吟
醸
酒
を

対

に
一
蔵
元
一
銘
柄

に
限
定
し
、
全
国
か
ら
八

百
五
十
七
銘
柄
が
出
品

さ
れ
た
。
四
月
の
予
審

と
五
月
九
、
十
両
日
の

決
審
で
入
賞
四
百
十
六

銘
柄
を
決
め
た
。
こ
の
中

か
ら
特
に
優
れ
た
金
賞

二
百
三
十
七
銘
柄
を
選

ん
だ
。

県
内
の
金
賞
以
外
の
入

賞
九
銘
柄
と
蔵
元
は
次
の

通
り
。

有
の
川
（
白
河
市
・
有
賀
醸

造
）
笹
の
川
（
郡
山
市
・
笹
の

川
酒
造
）
藤
乃
井
（
郡
山
市
・

佐
藤
酒
造
店
）
人
気
一
（
二
本

松
市
・
人
気
酒
造
）京
の
華（
会

津
若
松
市
・
辰
泉
酒
造
）
夢
心

（
喜
多
方
市
・
夢
心
酒
造
）
蔵

粋
（
喜
多
方
市
・
小
原
酒
造
）

会
津
ほ
ま
れ
（
喜
多
方
市
・
ほ

ま
れ
酒
造
）
一
生
青
春
（
会
津

坂
下
町
・
曙
酒
造
）
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